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アレイデザインの作成

カスタムアレイを作成するにあたって

・推奨繰り返しスポット数等の記載がありますので、”Custom Design Guidance”を
必ずご一読ください。
アプリケーションタイプを選択後、”Design Wizard”内にリンクがあります。

・Infoをクリックすると、各機能の簡単な説明が別ウィンドウで現れます。
より詳しい機能説明はHelpを参照してください。

・System Requirement（別紙）をご確認のうえ、eArrayをご利用ください。

・情報の取り扱い等に関する記載がありますので、使用規約をご一読ください。
eArrayログイン後は、画面下方のeArray Terms of Useをクリックするとご覧いただけます。
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・原核生物遺伝子発現マイクロアレイは、8x15Kフォーマットでのみ
実験検証を行っております。



アレイデザインの作成

カスタムアレイ作成の流れ

Step1.
プローブグループの作成

Step2.
フォーマットの選択

およびデザインの確定(Submit)

オーダー

(担当営業へ連絡)

Step1.
最初にカスタムアレイに搭載するプローブを選択し、プローブグループとして
保存します。プローブグループとは、1つ以上のプローブで構成されるまとまりです。

Step2.
アレイフォーマットを選択し、Step1.で保存したプローブグループを指定します。
複数のプローブグループを指定することもできます（プローブグループごとに繰り返し
搭載数を設定するので、異なる繰り返し数で搭載したいプローブはStep1でプローブ
グループを分けておく必要があります）。
カスタムアレイのデザイン作成が終了したら、デザインの確定(Submit)を行います。

この資料ではStep2.フォーマットの選択および
デザインの確定法について説明します。
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アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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1. Application TypeをExpressionと設定します。
2．Create Microarray Design from Existing Probe Group(s)を選択し、

Nextをクリックします。



アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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3. 遺伝子発現アレイの場合は、Select Array TypeをStandardにし、生物種を
Select Speciesから選択します。

Exonアレイの場合は、Select Array TypeをExonにし、Select Speciesから
Human, MouseおよびRatのいづれかを選択します。

Nextをクリックします。



アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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4. “Microarray Name”を入力し(半角英数字)、Design formatを選択します。
遺伝子発現アレイは1x1M, 2x400K, 4x180K, 8x60K, 1x244K, 2x105K,
4x44Kおよび8x15Kフォーマットから選択できます。Exonアレイは1x1M, 
2x400K, 4x180Kおよび8x60Kから選択できます。

※原核生物遺伝子発現マイクロアレイは、8x15Kフォーマットでのみ
実験検証を行っております。

※ 1x1M, 2x400K, 4x180Kおよび8x60Kフォーマットの場合、3umの解像度で
スキャンできる高解像度のCスキャナが必要となります。

※全てのフォーマットにスパイクイン対応プローブが搭載されています。



アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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5. 必要に応じて保存するFolderの選択やDesicription, Keywordsおよび
Commentsを入力します。

入力してください。

※Linkerについて
アジレントは60merでQCを行っており、総長60merを推奨しています。
60merに満たないプローブが含まれる場合、Linkerを足すことが可能です。
アジレントが設計したプローブに対しては必要ありません。
Linkerを含めて最長60merが指定可能です。足す場合は、Append linker to 3’ end
にチェックを入れてください。

Nextをクリックします。



アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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6. Addをクリックし、アレイデザインに搭載するプローブグループを指定します。

①

②
③

④

①プローブグループ名を
入力し検索します

②表示された結果から、
該当するものを選択
します。選択すると、
背景が黄色に変化します

③”Add>”をクリックします

④選択したプローブグループ
が右の欄に表示されたの
を確認し、”Done”を
クリックします

複数のプローブグループを指定する場合は、上記作業を繰り返します。



アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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7. それぞれのプローブグループに対しControl TypeおよびReplicateを指定します。

Control Typeはbiologicalを選択してください。その他の選択肢では、実験後の
数値化で遺伝子プローブと認識されません。

Replicateで繰り返し搭載数です。プローブごとに繰り返し数を変えたい場合は、
プローブグループを予め別にしておく必要があります。

【注意！】実験後の数値化を適切に行うために、少なくとも15種のプローブを5-10回
繰り返し搭載してください。またWhole Genomeではないアレイデザインの場合は、
発現変動が起きないであろうプローブを少なくとも1%は搭載してください。
詳しくはHomeタブの”Custom Design Guidance”をご覧ください。



アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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8. Total Percentage Filledでプローブの搭載割合を確認します。50％は上回るよう
にしてください。設定が終わったらNextをクリックします。

Fill Microarrays:搭載割合が100％に満たない場合に選択すると、Probe Group to Fill 
Microarrayで指定したプローブグループからランダムにプローブを選択し、空きスポットを埋
めます。ただし搭載割合は100％にしなくても(空きスポットがあっても)問題ありません。

Enable Microarray Set：搭載割合が100％を超えた場合に選択すると、2枚以上のスライドグ
ラスにまたがってプローブが搭載されます（複数のアレイデザインができ、1サンプルにつき複
数スライド実験する必要があります)。

搭載可能な残りスポッ
ト数



アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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9.Microarray Designのステータスを決めます。

Draft:保存した後に作成したアレイデザインを作成者が編集することができます。
Review:作成者および同じworkgroupのユーザーがアレイデザインを編集することができます。
ただし、新しいアレイデザインとして保存されます。
Complete:保存後にアレイデザインを編集することができません。Completeで保存すると、
Design IDが発行され、デザインファイルやGeneList、スポット位置情報を含むTDTファイル
等が作成されます。Completeでは発注することができませんが、ステータスをSubmitにする
前に、これらのファイルでデザインの最終確認を行ってください。
Submit:アレイデザインを発注するには、ステータスをSubmitにする必要があります。

後からStatusを変えることができますが、CompleteやSubmitにした場合ReviewやDraftに変更す
ることはできません。



アレイデザインの作成

1.アレイデザインの作成
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10．”Submit”以外を選択し、Saveをクリックすると下記画面が表示されます。
“Close”をクリックします。
前画面で”Submit”を選択した場合は、” 3.アレイデザインの確定(Submit)”を
ご参照ください。



アレイデザインの作成

2.アレイデザインの確認・変更
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作成したアレイデザインは、フォーマット選択時に指定したフォルダ内に自動で保存されます。
オーダーする前に、デザイン内容を確認してください。

”Microarray”タブから、 ”Search”あるいは”Browse ArrayDesign”で
該当アレイを表示させます。Actions欄のリンクからデザインの確認を行います。

Copy:アレイデザインをコピー(スポット位置は変わります)
Edit:アレイデザインの変更(StatusがDraftあるいはReviewのみ、後述)
View:該当アレイデザインの内容を表示。
Download：該当アレイデザインのファイルをダウンロード(Review、Complete

あるいはSubmitにした場合のみ、後述)
Delete:アレイデザインの削除(DraftあるいはReviewのみ)

0XXXXX



アレイデザインの作成

2.アレイデザインの確認・変更
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Actions欄の”Edit”をクリックすると下記画面が表示されます。
変更を加えた後、画面下方の”Save”をクリックします。

「アレイデザインの作成」と同じ要領で変更します。

Statusの変更が可能です(Completeや
Submitにした場合、ReviewやDraftに
変更することはできません)。



アレイデザインの作成

2.アレイデザインの確認・変更
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ステータスをCompleteに変えた場合は、Saveをクリックすると下記画面が表示さ
れます。空欄にコメントを入れ(半角英数字)、Yesをクリックします。

Completeにした後、すぐにSubmitに変える必要はありません(ログアウトしても問
題ありません)。アレイデザインを確認し、発注するデザインのみSubmitに変えてく
ださい。



アレイデザインの作成

2.アレイデザインの確認・変更
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Actions欄の”Download”をクリックすると下記画面が表示されます。
ステータスがReviewの場合は、TDTファイルのみダウンロードできます。
“File write in progress”というメッセージが表示されたら、ファイルを作成中なの
でしばらく時間をおいて確認をしてください。

適当なファイルをダウンロードし、デザイン内容がご希望通りかご確認ください。

目的ファイルにチェックを入れ、
Ctrlキーを押しながらダウンロードしてください。

BED: UCSCのGenome Browserでカスタムトラックとしてインポートできるファイル
EXTERNALFULLGEML: Feature Extractionにインポートできるデザインファイル
GENELIST: アレイに搭載されている遺伝子のリスト
SEQUENCELIST:プローブ配列のリスト
TDT: アレイ上のスポット位置情報を含んだ、タブ区切りのテキストファイル



アレイデザインの作成

3.アレイデザインの確定(Submit)
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1．”Microarray”タブから、”Browse ArrayDesign”あるいは”Search”から
該当アレイを表示させます。
ステータスがDraftあるいはRevewの場合はActions欄の”Edit”をクリックし、
現れた画面でステータスをSubmitにします。Completeの場合はActions欄の
”Submit”をクリックします。

0XXXXX



アレイデザインの作成

3.アレイデザインの確定(Submit)
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2．表示された確認画面でコメント(半角英数字)を入力し、”Design check listをク
リックします。



アレイデザインの作成

3.アレイデザインの確定(Submit)
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3．チェックリストの全ての項目を確認しチェックを入れ、”Done”をクリックします。

ν

“Close”をクリックします。



アレイデザインの作成

3.アレイデザインの確定(Submit)
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＊デザイン途中で6ヶ月経ったもの、あるいはデザイン終了後6ヶ月間オーダーされなかった
デザインは自動的にProbe Groupごと削除されますのでご注意ください。

0XXXXX

”Microarray”タブから、”Browse ArrayDesign”あるいは”Search”で
該当アレイを表示させます。
“Status”欄が”Submitted”になっていること、 “Design Number”欄に0から始まる
6桁の数字が表示されていることを確認してください。

また無事Submitされると、メールにてその旨をご連絡します。

StatusをSubmittedにしないと、発注ができません。
Submitされたことを知らせるメールが到着した後、
弊社営業所あるいは弊社製品取扱店にDesign 
Numberおよびスライド枚数をお伝えください。
Submitにしただけでは発注になりません。
発注する前に、デザイン内容がご希望通りか確認し
てください。


